
人工原料の製造方法，人工原料，及び粉体組成物

（特許第6719089号）

木質バイオマス発電などで発生する焼却灰と粉末状に粉砕したシラスと無機バイン
ダーを使って成形し，高温で焼成する人工原料の製造方法，並びに人工原料及び粉
体組成物を提供するものです。
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木質燃焼灰をシラスや無機バインダーからな
るガラス相のマトリックスで覆うことで，燃焼灰
に含まれる六価クロムやセレンなどの重金属
の溶出を環境省の土壌環境基準で規定する
基準値内に収まるようにできました。

木質バイオマス燃焼灰，
シラス，成形，焼成，
路盤材料，土木材料，
骨材，敷石，重金属，
環境省，土壌環境基準

【技術分野】

【課題】

【解決手段】

木質バイオマスの燃焼灰は、燃焼環境によって六価クロムやセレン等の重金属を含むため、その利用

方法が課題となっている。

本発明は，コンクリートの骨材、路盤材料、土工材料、又は敷石として用いられる人工原料の製造方
法及び人工原料と粉体組成物に関するものです。

木質バイオマスの燃焼灰と、粉砕されたシラスとからなり、シラスの配合量が10～25％である
原料粉体に水ガラスの無機バインダを加えて成形し，800℃～1,200℃で焼成する工程からなり
ます。また，焼成前の成形体にホウ酸をまぶし付ける工程の付加により，人工原料を製造出来
ます。人工原料は，図１の概念図のように燃焼灰由来の重金属がガラスマトリックスに覆われ
ており，重金属の溶出量は，環境省の土壌環境基準に規定する六価クロム0.01mg/L未満，セレ
ン0.01mgL未満であることを確認しました。人工原料の成形例を図２に示します。

お問合せ先：鹿児島県工業技術センター 企画支援部

TEL 0995-43-5111 FAX 0995-64-2111 E-mail kikaku@kagoshima-it.go.jp

図２ 人工原料の成形例図１ 人工原料の構造概念図
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